
 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

やる気を出す・なかまを大切にする・元気な子へ 令和４年２．１発行  文責 杉田美恵 

              今こそ、次のステージに向けて！   

          もうすぐ立春です。２０２２年の立春は２月４日です。文字どおり暦の

上では春になるという意味です。まだまだ寒い日が続いていますが、季

節は確実に進んでいます。立春の前日は節分でした。小さい頃は豆まき

をし、毎年、年の数だけ食べていましたが、もうそれも限界です。今は

恵方巻きを食べるくらいです。ただ子どもが小さいうちは、ご家族で、

ぜひ日本の伝統的な行事を楽しんでください。 

今はまだ１年で最も寒い時期です。オミクロン株が猛威を振るい、どんどん感染が広がり

不安な日々が続いていますが、このピークを過ぎた後は、少しずつ確実に春が近づいてく

ると信じています。春といえば、真っ先に思い浮かべるのがサクラです。柳本小学校や黒

塚公園のサクラがとてもきれいで、いつも心が癒やされます。 

サクラは夏に次の春に咲かせる花の芽ができます。そして、秋になると葉を落とし、冬の

初めに花の芽はいったん眠りに入ります。これを休眠といいます。眠っているときには、花

の芽は成長しません。そして、今のように真冬の寒さにさらされると花の芽は目を覚ましま

す。これを休眠打破といいます。目を覚ましたあとは、暖かさによって成長し、春にきれい

な花を咲かせるのです。このようにサクラは、暖かくなってから花を咲かせる準備をするの

ではなく、厳しい寒さで目を覚まし、だんだん春に向かって準備を始めていくのです。これ

は皆さんも同じではないでしょうか。春になって暖かくなってから準備するのではなく、こ

の寒さの中、少しずつ努力を積み重ねて、次のステージに向けて準備をしていきましょう。      

 

 スグールでも、すでにお知らせしましたとおり、オミクロ

ン株への感染が４年生に集中し、２年１組、３年生、６年生

へと学年をまたいで感染が広がったために、今後更なる広

がりを止めるために学校閉鎖となりました。特に４年生の

保護者の皆様においてはお仕事等に影響しているのではと

心配しています。報道のとおり、思った以上に感染力が強

く、また高熱、のど痛、せきなどの症状が大方でした。何よ

りもの救いは誰も重傷なっていないことです。みんなが早

く回復して、全員揃える日が来るのを待っています。 

   

 

 


